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海底水圧計で記録された2010年2月チリ地震津波

The February 2010 Chilean tsunami recorded on bottom pressure gauges
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2010年2月27日に発生したチリ地震
（USGSによれば，06:34:14 UTC,
35.931S, 72.784W, 35 km, M 8.8）によ
る津波は，太平洋を伝播して日本まで到
達した．この津波は，米国大気海洋局に
よって展開されているDART (Deep
Ocean Assessment and Reporting of
Tsunamis)システム津波計25ヶ所及び日
本周辺のケーブル式津波計16ヶ所におい
て記録された．DART津波計のうち，ペ
ルーはるか沖の32412では約20cm，ハワ
イへ向かう途中の51406では28cmの振幅
であったが，他の観測点では数cm程度で
あった．日本周辺では，釧路沖（海洋研
究開発機構）で3-4 cm,釜石沖（東大地震
研）と房総沖（気象庁）で約10 cmであ
った．相模湾（防災科学技術研究所，海
洋研究開発機構）では7－17 cmと水深が
浅くなるにつれて増加した．東海・東南
海（気象庁）では約10 cm，室戸沖（海
洋研究開発機構）では，約6 cmであった．
これらの海底水圧計はいずれも水深1,000 m以深に設置されているため，津波の振幅は小さいも
のの，津波の到達は海岸よりも早い．また，沿岸地形の影響を受けにくく，津波数値シミュレー
ションとの比較にも適している．いくつかの断層モデルを仮定して津波を計算し，観測波形と比
較したところ，東太平洋や南西太平洋の観測点では比較的よく津波到達時刻や振幅を再現できる
が，日本を含む北西太平洋では，振幅や波形はよく似ているものの，到達時刻が計算よりも20－
30分程度遅かった．数値計算に用いる海底地形データ，計算格子間隔，支配方程式（線形長波，
非線形長波，分散を含む線形ブジネスク式）を変えても，計算到達時刻はほとんど変わらず，観
測結果との不一致の原因は不明である．これらの北西太平洋を除く地点での津波波形は，海溝付
近に上端のある，長さ400km,幅150km,すべり10m (Mw 8.8)程度の断層モデルからの計算結果と
ほぼ一致している．

図 日本周辺の海底水圧計で記録された津波の振幅．太平洋の津波計の位置と振幅は英文要旨に
示す．
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